
27

単位

本数 13 (13) 13 (13) 12 (12) 12 (12)

本数 4 (4) 4 (4) 4 (4) 4 (4)

本数 9 (9) 9 (9) 8 (8) 8 (8)

本数

本数

千円

千円

千円

千円

千円

人

時間

千円

千円

円

人

24年度

施策Ｎｏ． 33 施　策　名 文化の振興

主管課名 生涯学習・スポーツ課

23年度実績 24年度実績 25年度実績

行
　
政

・芸術文化振興のため、発表会や優れた芸術活動の奨励に取り組みます。
・伝統文化、文化財の保護・継承に努めます。

（
地
域

）

そ
の
他

0.190

25年度 26年度 27年度

＜施策満足度調査結果＞※27年度は「実感度」

－

－

21,825

26年度実績 27年度実績

82,881

－

101,207 96,325－

11,716

124,108

87,767

27,904 8,558

89,157

平成 年度実績に関する施策・基本事業評価表 （兼 主要な施策の成果報告書補足資料）

市民意識
調査結果

＜施策重要度調査結果＞

23年度 24年度

一般施策

基本目標№ 4 基本目標名 人と文化を育むまち

関係課名 埋没林博物館、図書館、水族博物館

0.685

25年度 26年度

施策の成果
向上に向けて
の住民と行政
との役割分担
や地域等へ
の期待など

事
業
所

・
市
　
民

・積極的に芸術文化活動に参加します。
・市の歴史や伝統文化、文化財に関心を持ち将来に伝えていきます。

27年度

施策が目指
すすがた

23年度

0.189

・様々な芸術文化にふれる機会が多く、市民が活気と潤いに満ちています。
・伝統文化が継承され、市民が郷土の伝統や文化に愛着と誇りを持っています。

－

－

－ －

－

26,702 23,486

－

－ 5,220

－

26,292

32

6,000

28

0.154 0.128 0.126

0.3500.4620.448

30

施策の
トータル
コ ス ト

区　　　　　分 22年度実績

　うち基本事業②を構成する事務事業の決算額小計

　うち基本事業④を構成する事務事業の決算額小計

　うち基本事業③を構成する事務事業の決算額小計

－

　うち基本事業①を構成する事務事業の決算額小計

Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費）

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計）

－

－

　うち基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

－

　うち基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

－

Ｄ．事務事業に要する年間総時間 －

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計 －

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ）

Ａ．本施策を構成する事務事業の数 － －

　うち基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

94,597

－

－

12,050

96,204

2,801

－ －

　うち基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数） － －

－ 150,810 124,693 122,617 116,422

6,070

31

5,600

Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

2,298 2,212 2,192
Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

　同　　　上
円

市民１人あたりにおける施策の
円

604 506
Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

3,403円 － －

－

2,832 2,815

－ 533603

－－

効率性
指　標

　同　　　上

4,181

43,15243,555
参考

１時間あたりの平均人件費 － － 4,399 4,194 4,382

魚津市の人口（各年度12月末時点） － － 44,315 44,036

2,698
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基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

施策Ｎｏ． 33 施　策　名 文化の振興

基本事業①の目的（意図） 芸術文化活動に数多く触れ、市民の誰もが心の潤いと心の豊かさを実感できます。

平成27年度における
主な事業内容（活動内容）

【音楽のまちづくり推進事業】
・公共施設での出前コンサートや小中学校での音楽指導を行いました。
【新川文化ホール管理事業、新川文化ホール鑑賞事業】
・幅広い分野の文化と芸術にふれあい、快適に文化活動に親しむことができる拠点として、新川文化ホールを指定
管理により管理運営しました。
【芸術文化振興事業】
・芸術文化団体などへの補助金交付を通じて、芸術文化活動を支援しました。

芸術文化活動に触れる機会が多くあると思う
市民の割合

％ 24.2
22.0 23.0

27.7

32年度
（最終目標値）

単位

57,845 55,259 44,094

24.0 25.0 26.0

№

新川文化ホールや新川学びの森天神山交
流館の自主企画事業の参加者数

人

32.5

基本事業名① 芸術文化活動の推進

Ｈ21年度実績

目標値（上段）及び実績値（下段）

27年度
（中間目標値）

26年度

32.0
22.6 35.4 35.0 29.8

27.0

22年度 23年度 24年度 25年度
成果指標名

生涯学習・スポーツ課

生涯学習・スポーツ課

58,532
58,000 59,000 60,000

78,144,560 150,440 Ｂ

61,000

生涯学習・スポーツ課

基本事業①を構成する事務事業の実績（◎：総合計画の主要事業　○：実施計画掲載事業　-：評価対象外事業）

62,000 63,000

46,727
68,000

57,441 47,751

１次評価結果

一般会計 音楽のまちづくり推進事業 2,837,000 2,836,995 5

会計名 事務事業名
平成27年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

Ｂ

0

Ｂ

一般会計 新川文化ホール鑑賞事業 1,557,000

一般会計 芸術文化振興事業 772,000 709,628 62,372

1,189,440 367,560 -

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

生涯学習・スポーツ課

一般会計 新川文化ホール管理事業 78,295,000

合　　計 83,461,000 82,880,623 580,377

0

0
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1 ◎

2 ◎
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7 ◎
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10 ◎

11 ○

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

656,409

たてもんボランティアの参加人数

郷土の歴史や伝統などが継承され、自然に
育まれた文化が豊かであると感じている市
民の割合

％ 39.0

一般会計

予算残額（円）

310

37.8

目標値（上段）及び実績値（下段）

40.0 39.0

326,431 Ｂ

基本事業②を構成する事務事業の実績（◎：総合計画の主要事業　○：実施計画掲載事業　-：評価対象外事業）

埋蔵文化財調査室管理事業 230,000 166,609 63,391 - 生涯学習・スポーツ課

文化財保護団体育成事業 279,000 274,240 Ｂ4,760

生涯学習・スポーツ課文化財管理事業 982,840

300 350

Ｂ

Ａ

生涯学習・スポーツ課

図書館

市史編纂動物調査事業 293,000 117,629 175,371

人 153

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
（中間目標値）

32年度
（最終目標値）

42.0
48.0

400
200

320

118 245

330 340

281 308

№ 会計名 事務事業名
平成27年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） １次評価結果

701,752 - 生涯学習・スポーツ課

生涯学習・スポーツ課

一般会計 遺跡試掘調査事業 3,865,160 3,163,408

一般会計

一般会計

一般会計 文化財保存事業 4,349,000 4,007,948 341,052

3,108,954 19,046

生涯学習・スポーツ課

水族館事業特別会計

埋没林博物館

一般会計 歴史民俗博物館管理事業（施策31③再掲） （11,206,000） （10,314,728） （891,272） - 生涯学習・スポーツ課

一般会計

市史編纂植物・地質調査事業 250,000 220,471 29,529 -

歴史民俗博物館企画展事業（施策31③再掲） （1,423,000） （908,514） （514,486） Ａ

一般会計

一般会計 魚津埋没林埋蔵分布調査事業（施策31③再掲） （952,000） （951,768） （232） Ａ

0

0

0

0

0

0

一般会計 図書館市史刊行・普及事業 3,128,000

Ｈ21年度実績

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施策Ｎｏ． 33 施　策　名 文化の振興

40.0 41.0

310

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 13,377,000 11,715,668 1,661,332

0

0

基本事業名② 地域の歴史や文化の保存・継承

43.0

53.7

成果指標名 単位

基本事業②の目的（意図） 郷土の文化財・伝統文化の保存活用に努めるとともに、市民の郷土を愛する意識を高めます。

平成27年度における
主な事業内容（活動内容）

【図書館市史刊行・普及事業】
・平成30年度の市史自然編刊行に向けて編纂作業を行いました。
【文化財保存事業】
・「魚津のタテモン行事」のボランティア協力隊の募集などを通じて支援するとともに、同行事のPR用DVDを作成しま
した。また、旧沢崎家などの指定文化財の保存・修理を行いました。
【遺跡試掘調査事業】
・松倉城跡の詳細調査及び市内遺跡の詳細分布調査を実施しました。
【魚津埋没林埋蔵分布調査事業】（再掲）
・富山大学に委託し、特別天然記念物指定地及び周辺の埋没林の埋蔵状況について調査を行いました。

54.8 52.9 56.250.9

埋没林博物館

Ａ 水族博物館

0

0

0
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　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）

【①芸術文化活動の推進】
◆芸術文化に触れる機会が多くあると感じる市民の割合は、前年度と比べて4.8ポイント減少し、27.7％になりました。
◆新川文化ホールや新川学びの森天神山交流館の自主事業の参加者は、前年度と比べて2,633人増加し、46,727人となりました。
◆本市には、新川文化ホールや新川学びの森天神山交流館といった文化施設があり、両施設で行われている文化芸術活動は、近隣他市、同規
模市に比較しても充実しています。

【②地域の歴史や文化の保存・継承】
◆郷土の歴史や伝統などが継承され、自然に育まれた文化が豊かであると感じている市民の割合は、前年度に比べ2.5ポイント減少し、53.7％にな
りました。
◆たてもんボランティア参加者数は、年々増加しています。平成27年度は310人で、前年度を２人上回りました。

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

　（27年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

【①芸術文化活動の推進】
＜新川文化ホール鑑賞事業＞
◆小中学生に舞台芸術や美術を直接鑑賞する機会を提供することにより、豊かな感性を育むことにつながりました。
＜芸術文化振興事業＞
◆文化芸術団体の活動を助成するとともに、新川文化ホールの展示ホールやミラージュギャラリーで市美協会員展を開催することにより、制作や
発表活動の充実につながりました。

【②地域の歴史や文化の保存・継承】
＜歴史民俗博物館管理事業、歴史民俗博物館企画展事業＞
◆歴史民俗博物館での展示鑑賞・解説事業や歴史副読本⑤「魚津の先人たち」の刊行などにより、多くのこどもたちが市の歴史についての理解を
深めました。
◆地中レーダー等を用いた調査により、特別天然記念物指定地に複数の埋没林とみられる反応が確認され、文化財の保存に関する基礎データが
得られました。
＜図書館市史刊行・普及事業＞
◆市史編纂委員会を開催するとともに、市内の哺乳類・鳥類・昆虫の調査を行いました。

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景

３．施策の課題認識及び取り組み状況

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

【①芸術文化活動の推進】
◆新川文化ホールや新川学びの森天神山交流館で開催するコンサートや企画展については、指定管理者と協議しながら幅広い市民の要望を取り
入れた内容となるよう、また、開催費用が抑制されるよう努めます。

【②地域の歴史や文化の保存・継承】
◆松倉城跡の実態を把握し、学術的な価値を明らかにすることを通して、山城の保存・活用と地域の活性化につなげる必要があります。
◆「タテモン行事」のユネスコ無形文化遺産への登録を見据え、そのPRや周知を図るとともに、さらなる魅力アップに取り組みます。
◆特別天然記念物魚津埋没林については、調査で得られたデータの具体的な活用を検討していく必要があります。
◆大正７年の米騒動発祥から、100周年にあたる平成30年に向けて、あらためてその歴史的意義を市民に周知するとともに、広く発信する取組み
が必要です。

27年度の
評価結果
（基本事業
の成果を

考慮し記載）

施策Ｎｏ． 33 施　策　名 文化の振興
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◆文化財が地域の資源として利活用され、地域の活性化が図られるよう、文化財の保存・継承や文化財保護団体の活動を支援します。
◆「タテモン行事」のユネスコ無形文化遺産への登録を見据え、そのPRや周知を図ります。
◆米騒動100周年に向け、その歴史的意義の周知・発信に取り組むとともに、米倉の保存・活用策について検討します。

32

施策Ｎｏ．

文化の振興
基本事業② 地域の歴史や文化の保存・継承

基本事業③

基本事業④

◆小中学生の芸術・音楽鑑賞機会の提供及び文化芸術団体の活動支援を継続して実施すること。
◆文化財保護団体の活動を引き続き支援し、文化財の保存・継承を通じて地域活性化の取組みを推進すること。
◆松倉城跡の詳細調査を計画的に行うこと。
◆「タテモン行事」のユネスコ無形文化遺産への登録を見据え、そのPRや周知を図ること。
◆米騒動100周年に向け、その歴史的意義の周知・発信に取り組むとともに、貴重な財産である米倉の保存・活用策について引き続き検討するこ
と。

基本事業① 芸術文化活動の推進

経営戦略会
議における施
策の課題及

び方針

部会評価
（協議結果、
今後の方針
及び課題等
について記

載）

第９次基本計
画からの変更

点

施策№繰上げあり。

28年度開始
の第10次基

本計画におけ
る対応施策

施　策　名
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